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●建物所有者が複数いる場合は、全員の同意が必要です。
●分譲マンション等の場合は、管理組合による申請が必要です。
●吹付けアスベスト除去等の補助を受ける場合は、除去等工事の事業計画の策定等において「建築物石綿含   
　有建材調査者等※」の関与が必要です。
●建築基準法の違反のある建築物は、補助の対象外です。
●吹付け建材以外の建材（屋根材に使われる成形板、外壁の仕上塗装材など）の調査及び除去等は対象外です。
※建築物石綿含有建材調査者等とは
　平成 30 年厚生労働省・国土交通省・環境省告示第１号に基づく講習を修了し、調査者としての資格を付与された者
　のこと。詳しくはお問合せください。 

市が委託している専門業者が訪問し、吹付け建材にアスベストが含まれているかどうかを無料で調査します。

※除却予定の建物は対象外です。

建物外観、吹付け材使用場所

吹付けアスベスト等であることを
証するもの（分析調査結果報告書等）

確認通知書及び検査済証の写し

建物の所有権を証するもの

事業費が１００万円以上の場合、入札書または見積書の徴収は、市内業者（横浜市内に本社がある業者）から行ってください。またその際、市内業者であることがわかる
書類（一般競争入札有資格者名簿、法人番号印刷書類又は登記事項証明書（商業・法人登記）の写し）を添付してください。

除去工法より安価ですが一時的な
対応であり工事後も適切な維持管
理が必要となります。また、建物
の解体時には、解体に先立ちアス
ベストの除去工事が必要です。

事業の計画の策定等を行う者が
建築物石綿含有建材調査者等であることが
判断できるもの

※詳細についてはお問合せください。

吹付け建材のアスベスト含有の有無につ
いて、無料で調査を行い、また除去等の工事費用の一部を補助する制度です。

※2007 年 1-12 月実績

※既存の吹付けアスベストの状態によっては採用
できない場合もあります。

※


